
令和８年度 第２回 中瀬小学校運営協議会 会議録 (要点記録) 

 

１ 開 催日 時  令和８年９月２５日 (金) １３時３０分から１５時３０分まで 

２ 開 催場 所  中瀬小学校 会議室 

３ 出 席委 員  山本 忠雄、村上 雅代、舟橋 弘子、鈴木 英之、 

田中 弥生、平山 裕、河合 貴幸、森本 宣子、石田 和也 

４ 欠 席委 員  なし 

５ オブザーバー  細川 恭由（中瀬協働センター） 

６ 学 校  島田 一孝 (校長)、佐々木 麻美 (ＣＳ担当教職員)、  

冨永 幸代 (ＣＳディレクター) 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者 ＣＳディレクター 冨永 幸代 

９ 議長の選出 

山本委員が、本日の議長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

10 協 議事 項  

（１）２学期の学校運営について 

（２）１学期の支援活動・２学期の支援計画について 

11 会議記録 

   司会の佐々木主幹(ＣＳ担当職員)から、委員総数９人全員の出席があるため、会議が成立し

ている旨の報告があった。 

 

（１） ２学期の学校運営について 

議長の指示により、佐々木主幹から別添資料に基づき２学期の学校運営について説明があ

り、委員からは以下の発言があった。 

・書道教室で書写を教えているが、文字の書き順が正確にできない子供が多いことが気にな

っている。子供たちが使っている漢字ドリルには書き順が書いてあるので、よく見て書くよ

うに伝えたい。（森本委員） 

（佐々木主幹）→高学年はタブレットを使って漢字の練習をしているが、書き順を間違えると

チェックされ、その都度訂正しなければならないので、低学年と比べると高学

年の方が書き順を覚える機会があると思う。 

・通学路に雑草がひどく生えていて、歩道に草が覆いかぶさっている箇所がある。歩く際の妨

げになり、子供たちが車道に出ることがあると危険なので、学校から地域に草刈りなどの依

頼ができるとよいと思う。（舟橋委員） 

 

（２）１学期の支援活動・２学期の支援計画について 

議長の指示により、学校支援コーディネーターの田中委員から、別添資料(ボランティアア

ンケート)に基づき１学期の支援活動、及び、２学期の支援計画について説明があった。 

 



（田中委員）→今年度の支援活動は、先生方との事前打ち合わせの機会を設け、支援計画を立

てる形で進めている。６月上旬に行われた６年生の校外学習の支援活動に関して

は、年度当初に十分な打ち合わせの時間がもてなかった為、ボランティア参加者

への活動の詳細説明が不十分だった。その結果、ボランティアアンケートには、

活動中の交通安全面についての指摘や意見がいくつかあった。年度当初の支援活

動であっても、支援者に不安感を与えないよう、来年度は事前打ち合わせの時間

を増やし、支援者に明確に伝えたいと思う。 

 

委員からは、以下の発言があった。 

 

・家庭科の支援活動は、クラスにより支援者の参加人数にばらつきがある。ボランティア参加

がないクラスは、先生が大変だと思う。（村上委員） 

（田中委員）→特に家庭科のミシンを使う授業は、先生１人での指導だけでは大変なので、今

後の２学期の授業に向けて、ボランティアの再募集をしたいと考えている。 

・今学期、２年生の図工科の授業で、カッター使用時の支援者募集をしているが、児童数がひ

とクラス３５人ほどいるので、カッターの取り扱いを安全にできるよう全員を見守れるか

不安だ。（村上委員） 

・交通安全や防犯について、地域でも防犯パトロールが行われているが、この中瀬地区ではパ

トロールへの協力者の高齢化が進んでおり、今後の安全対策に関する活動への参加者減少

が懸念される。（平山委員） 

・学校支援コーディネーター研修で、他の地域の方々と交通安全に関する意見交換をする機

会があったが、どの地域も安全を見守る人出の不足が課題との声があった。中瀬地区でも今

後の課題だと思う。（田中委員） 

 

 

☆その他の連絡事項☆ 

佐々木主幹から、今後の会議は以下の日程で開催する旨の報告があった。 

・第３回：令和８年１２月４日（金）１４:００～１５:３０ 

・第４回：令和９年２月１２日（金）１３:００～１５:００ 


